
令和8 年 4 月 1 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 のびのび（保育所等訪問支援） 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
利用者一人ひとりの自己選択と自己決定を尊重し、利用者が地域社会の中で安心して生活し、あらゆる分野の活動に参加することができ、希望と喜びに満ちた人生を送ることができるよ
う、その実現に向け誠心誠意努めます。

支援方針
障害児支援の経験を持つ訪問支援員の視点を活かし、普段通われている施設（保育所、幼稚園、学校、特別支援学校、適応指導教室、放課後児童クラブ等）と連携して集団生活の困りごと
やご家族との関係性を構築できる支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無 なし９時００分から１７時００分まで

支　援　内　容

本
人
支
援

・日々の体調確認及びてんかん発作や身体状況に応じた適切な対応が行えるよう、発達状況のアセスメントを丁寧に行います。
・排泄や衣類の着脱、片付け等、日常生活上のスキルが身につくよう段階的な支援を模索します。

・運動や感覚での特性を普段使われている施設の職員やご家族と共有することで、利用者一人ひとりに合わせた支援の方法が見つかるよう働きかけていきます。

・発達上の特性に配慮した環境調整（構造化、視覚的な情報提示、タイマーの利用等）を行い、安心して活動できるよう関わっていきます。
・感覚過敏などに対して自らが環境を調整する力が身につくよう、関わりを深めていきます。

・必要に応じて絵カードやジェスチャーなど言葉以外でのコミュニケーションの方法を探りながら、環境調整が行えるよう訪問先の職員やご家族と情報共有を図っていきます。

・集団コミュニケーションの困りごとや社会との適応に目を向け、関係性が構築できるよう情報共有を図っていきます。

職員の質の向上
・法人として研修規程を定め、事業所内外の研修に参加する機会を設けて職員の資質向上に努めています。
・虐待防止や意思決定支援、支援技法など職員が様々な研修を受けられるよう配慮しています。

主な行事等 特になし

家族支援 ・訪問の支援内容や報告を行いながら、普段の生活の様子を確認し、次回以降の訪問へつなげていきます。

移行支援
・本人、保護者の意向を確認しながら、必要な情報の提供等を行います。
・ご家族、相談支援事業所と連携して支援を行います。

地域支援・地域連携
・普段使われている施設の職員と内容の共有を図り、円滑に集団生活が送れるよう支援します。
・必要に応じてご家族や学校、他事業所等と支援担当者会議等を行い、情報共有を図ります。


